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Information
　本学では、大学教員が高校などに出向いていく出前
講義を実施しています。生徒の皆さんに大学講義の雰囲
気を感じていただき、さらに日常の授業では体験できな
い、より専門的な内容や最新の研究成果などについて、
わかりやすくお話しするものです。

NiASセミナー
『出前講義』豊富なメニュー

　高校におけるキャリア教育、進路指導の一環として、本学
の施設・設備を利用した学習プログラムを準備しています。

入
試
日
程

一般選抜（Ⅰ期・Ⅱ期）および
共通テスト利用選抜にて選考

対象は人物に優れ、成績上位の者。上位をA1、それに次ぐ者をA2とします。 
A1は授業料の全額を免除、A2は授業料の半額を免除します。

※外国人留学生入試はB2のみの選考になります。
※成績不良等で取り消し有

『体験学習』多彩なプログラム

　長崎総合科学大学の2023年度入学者用の大学案内
パンフレットと学生募集要項が完成しました。パンフレット
は「大学案内」のほか、概要を紹介した「ダイジェストガイ
ド」があります。お気軽に資料をご請求ください。

資料請求
受付中

大学案内パンフレット発行！

出前講義、体験学習
申込受付中

◎詳細は入試課または
　大学ホームページ https://nias.ac.jp/まで

0120-801-253
E-mail adm@NiAS.ac.jp

お問い
合せ先

時間 10：00～13：00（受付9：30～）

場所 長崎総合科学大学グリーンヒルキャンパス

OPEN CAMPUS

ニアス

7.17   7.31   9.25日 日 日

A特待生

総合選抜にて選考
対象は、スポーツにおいて優秀な成績を収め、それを本学で発揮しようとする者。
ただし、対象競技種目はサッカー。授業料の半額を免除します。

スポーツ特待生

在学生の優待制度
3年生または4年生で学力および人格が優れた者に対して授業料を免除します。
3年生は2年次までの成績、4年生は3年次までの成績が選考対象となります。
（3年次で優待生に採用された者も、4年次には再度選考となります）

総合選抜および
外国人留学生入試にて選考

対象は、高度な特技・資格を有し、それを本学で発揮しようとするなど、特色のある者。
上位をB1、それに次ぐ者をB2とします。 
B1は授業料の全額を免除、B2は授業料の半額を免除します。

B特待生

※本学での
個別試験は
課しません

総合選抜

一般選抜

一般推薦選抜
専門学科・総合学科選抜

大学入学共通テスト
利用選抜

入試区分 出願期間 試験日
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅴ期
Ⅵ期
前期
後期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

※詳細はホームページ等でご確認ください。

※NiAS（ニアス）は、大学の英文名
　Nagasaki Institute of Applied Scienceの略称です。

https://www.facebook.com/nias.ac.jp
@nias SNSでも情報発信中

本学サイトに
アクセスできます。

長崎総合科学大学「Facebook」＆「LINE」！ 大学の様々な情報を配信しています。ぜひ、ご登録ください。
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※成績不良等で取り消し有

※成績不良等で取り消し有

学費サポート制度（特待生制度・優待生制度）

オープンキャンパス2022

９／１（木）～１０／７（金）
１０／１１（火）～１１／１１（金）
１１／１４（月）～１２／７（水）
１／９（月）～１／３１（火）
２／１（水）～３／３（金）
３／６（月）～３／１６（木）
１１／１（火）～１１／１１（金）
１２／１（木）～１２／７（水）
１／９（月）～１／２７（金）
２／１３（月）～３／７（火）
３／１３（月）～３／２２（水）
１／９（月）～２／３（金）

２／１３（月）～３／１０（金）
３／１３（月）～３／２４（金）

１0／１４（金）
１１／２０（日）
１２／１１（日）
２／５（日）
３／１１（土）
３／２４（金）
１１／２０（日）
１２／１１（日）

２／４（土）・５（日）
３／１１（土）
３／２４（金）
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理事長挨拶
新スタッフ紹介
新入生コメント
NiAS Times
財務状況

未来創造寄付金
附属高等学校

話題人　～小嶺先生ありがとう～
サッカー部2022 シーズンスタッフ
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学校法人長崎総合科学大学 理事長

田頭 愼一

Ⓑ在学中は卓球部
Ⓒ昭和49年建築学科を卒業しました。その
時学んだ学舎が建替とのこと、安全で可
愛がられる施設を造りたい。頑張ります。

Ⓐ管財課 技術員

鈴
木
　
省
悟

す
ず
き

し
ょ
う
ご

Ⓑウォーキング
Ⓒ学生・職員のみなさんが快適に過ごせる
ように学園美化・施設管理業務に頑張り
たいと思います。 

Ⓐ管財課 技術員

沖
　
聡

お
き

さ
と
し

Ⓑ料理・登山
Ⓒ4月より入試課へ配属となりました。前職
では航空券関連業務に携わっておりま 
した。長崎総合科学大学の発展に寄与
できるよう尽力して参ります。 

Ⓐ入試広報課 係員

豆
田
　
恵
加

ま
め
だ

あ
や
か

Ⓑ読書・本屋巡り・絵画鑑賞
Ⓒ笑顔をもって仕事に取り組んでいきたい
と思います。よろしくお願い致します。

Ⓐオープンイノベーションセンター事務室 係員

坂
口
　
朋
子

さ
か
ぐ
ち

と
も
こ

Ⓑ色んなスポーツ（サッカー・バレー・ソフト
　ボールなど）をすること
Ⓒ生徒みんなが楽しいと思うような授業を
したいと思います。放課後はサッカー部の
みんなと厳しい練習を頑張ります。よろし
くお願いします。

Ⓐ附属高等学校 常勤講師

小
玉
　
修
一

こ
だ
ま

し
ゅ
う
い
ち

Ⓒ今勢いがある長総大附属高校で勉強
に、クラブ活動に一生懸命に取り組む生
徒たちの“夢の実現”に向けて精一杯頑
張っていきたいと考えています。どうぞよろ
しくお願いいたします。

Ⓐ附属高等学校 常勤講師

浅
田
　
英
彦

あ
さ
だ

ひ
で
ひ
こ

Ⓑ旅行・読書
Ⓒ少しでも学生の皆さんのお役に立ちたい
と思っています。一人で抱え込まないで気
軽に相談に来てください。

Ⓐ学生生活支援センター長

吉
田
　
勝
久

よ
し
だ

か
つ
ひ
さ

Ⓑジョギング、パズル
Ⓒ高校までの数学で苦手だなぁと思ってい
た部分に助け舟を出して、“わかった！”と
思ってもらえるように、頑張ります。気軽に
センターに来てください。

Ⓐ学習支援センター 職員(数学担当)

武
本
　
数
夫

た
け
も
と

か
ず
お

New
Comer
New
Comer

ス
タッ
フ
紹
介
新
た
に
本
校
ス
タッ
フ
と
な
り
ま
し
た
教
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⓐ
所
属  

Ⓑ
趣
味
・
特
技  

Ⓒ
抱
負
な
ど
一
言

理
事
長
の
あ
い
さ
つ

夢の実現に向けて
略歴
昭和43年3月
昭和47年3月
昭和47年4月
昭和55年12月
昭和60年12月

平成20年9月
平成20年9月
平成27年5月
令和元年6月

令和2年６月

令和4年 4月

鹿児島県立加世田高等学校 卒業
長崎造船大学 船舶工学科 卒業
佐世保重工業株式会社 入社
株式会社大島造船 入社
前畑造船鉄工株式会社
（現 前畑造船株式会社）入社
設計部長、取締役設計・営業部長、常務取締役、
営業部長を歴任
前畑造船株式会社 代表取締役社長
佐世保地区造船工業協同組合 理事長
佐世保商工会議所「佐世保産業塾」塾長
前畑造船株式会社 取締役会長
九州小型船舶工業会 会長
学校法人長崎総合科学大学 評議員
学校法人長崎総合科学大学 理事
学校法人長崎総合科学大学 理事長　就任

い
ま
す
。
そ
の
中
で
再
来
年
春
の
完
成
を
目
指

し
て
７
号
館
の
建
て
替
え
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
東
長
崎
の
橘
湾
に
面
し
た
自
然
豊

か
な
、
静
か
な
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、
最

先
端
の
科
学
技
術
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
大
学

で
も
あ
る
の
で
、
も
っ
と
柔
軟
で
、
自
由
な
風

通
し
の
良
い
、
明
る
い
磁
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
最
も
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
企
業

も
そ
う
で
す
が
、
硬
直
化
し
た
組
織
は
座
し
て

死
を
待
つ
こ
と
に
な
る
だ
け
で
、
常
に
変
化
し

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
山
椒
は
小
粒
で
も

ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
早
急
な

コ
ー
ス
制
の
再
見
直
し
な
ど
を
含
め
、
本
学
の

理
工
系
大
学
と
し
て
の
魅
力
を
ど
う
打
ち
出

し
て
い
き
、
入
学
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く

か
が
危
急
の
課
題
で
す
。

　

第
二
は
校
舎
の
耐
震
化
で
す
。

　

今
年
８０
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
が
、

調
査
の
結
果
、
多
く
の
校
舎
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
り
安
心
安
全
な
環

境
で
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
校
舎
の
耐
震
化

の
補
修
や
建
て
替
え
も
危
急
の
課
題
と
な
っ
て

大
学
で
、
以
前
か
ら
日
本
各
地
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
留
学
生
も
学
び
に
来
て
い
ま
す
。
日
本

の
モ
ノ
づ
く
り
の
屋
台
骨
を
支
え
る
技
術
者
を

育
て
る
と
と
も
に
、
最
近
は
素
粒
子
な
ど
の

研
究
を
は
じ
め
、
先
進
的
な
科
学
技
術
の
研

究
開
発
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。昨
年
、

科
学
雑
誌
「
ニュ
ー
ト
ン
」
5
月
号
の
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
特
集
の
中
で
、
論
文
の
引
用
数
で
み
る

理
工
系
研
究
力
ラ
ン
キ
ン
グ
は
全
国
の
大
学
で

３３
位
（
私
立
大
学
で
は
８
位
）、
物
理
学
の
研

究
力
で
は
１３
位
と
私
立
大
学
で
は
な
ん
と
、

名
門
の
早
稲
田
大
学
に
次
い
で
全
国
で
２
番
目

に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
に
あ
る
小
さ
な

大
学
な
が
ら
、
先
進
的
な
科
学
技
術
の
研
究

開
発
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い

先
生
方
が
い
る
、ユニ
ー
ク
な
大
学
で
す
。
教
職

員
を
は
じ
め
、
学
生
皆
さ
ん
も
大
い
に
プ
ラ
イ

ド
を
持
っ
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
学
と
し
て

は
小
規
模
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
アッ
ト
ホ
ー

ム
で
、一
人
一
人
に
行
き
届
い
た
学
習
指
導
が
で

き
る
様
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
を
大
切
に
育
ん
で

い
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
大
一
貫
の

教
育
シ
ス
テ
ム
や
社
会
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
イ

ノベ
ー
ション
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
最
大
の
課
題
は
何
と
いっ
て
も
経
営

基
盤
で
あ
る
財
務
状
況
の
改
善
で
す
。

　

少
子
化
に
伴
う
入
学
者
数
の
減
少
で
、一
部

の
有
名
私
立
大
学
を
除
き
、
ど
の
私
立
大
学

も
経
営
状
況
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
学
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
決
策
と

し
て
は
入
学
者
数
を
増
や
し
て
い
く
し
か
あ
り

　

今
年
4
月
１
日
付
で
、
図
ら
ず
も
本
学
８０

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
立
石
前
理
事
長
の

後
を
受
け
、新
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
本
学
の
前
身
で
あ
る
長
崎
造
船
大
学
を

卒
業
し
て
、
５０
年
ぶ
り
に
縁
あ
っ
て
古
巣
の
本

学
の
理
事
長
と
し
て
帰
っ
て
き
て
、
感
慨
も
ひ

と
し
お
と
言
っ
た
所
で
す
が
、
同
時
に
伝
統
あ

る
本
学
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
た
責
任
の
重
さ

を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
在
学
中
の
当
時
と
比
べ
る
と
校
舎
や

2
、
3
人
し
か
い
な
かっ
た
女
子
学
生
が
大
幅

に
増
え
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
も
あ
り
、
大
学

の
様
子
も
随
分
と
変
わ
り
ま
し
が
、
本
館
前

の
石
畳
の
広
場
や
船
舶
を
学
ん
だ
5
号
館
は

当
時
の
ま
ま
で
、
本
館
前
の
急
な
階
段
は
、
さ

す
が
に
こ
の
年
齢
で
は
駆
け
上
が
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
出
身
は
南
さ
つ
ま
市
（
鹿
児
島
県
）

の
田
舎
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
近
く
の
山
に
登
り
、

は
る
か
彼
方
に
見
え
る
海
を
見
て
は
、
海
や
船

に
興
味
を
持
ち
、
船
を
造
っ
て
い
ろ
ん
な
国
へ

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
田
舎
は
夜

空
も
き
れ
い
で
、
満
天
の
星
空
を
眺
め
て
は
、

宇
宙
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

に
か
く
、
広
く
て
大
き
な
も
の
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
は
佐
世
保
市
に
居
を
構
え
、
私
と
妻

と
視
覚
障
害
の
娘
と
3
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
人
物
は
西
郷
隆
盛
、
稲
盛
和
夫

（
京
セ
ラ
の
創
業
者
）、
座
右
の
銘
は
「
敬
天
愛

人
」
と
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
で
す
。
趣

味
は
仕
事
で
も
あ
る
船
づ
く
り
（
高
校
ま
で
は

模
型
船
づ
く
り
で
、
今
は
実
物
の
船
づ
く
り
）

と
天
文
（
観
望
程
度
で
自
宅
に
天
文
台
を
設

置
）
と
ゴル
フ
を
少
々
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
本
学
を
卒
業
し
て
５０
年
間
、
ひ
た
す

ら
好
き
な
船
づ
く
り
に
人
生
を
捧
げ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
造
船
会
社
の
社
長
を
１０
年
、

会
長
を
3
年
、
そ
し
て
、
関
連
団
体
の
会
長

も
務
め
て
き
ま
し
た
。
佐
世
保
商
工
会
議
所

主
催
の
佐
世
保
産
業
塾
（
製
造
業
に
努
め
る

若
手
の
人
材
育
成
）
の
塾
長
も
５
年
間
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
教
育
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
い
る
つ
も
り
で
す
。
今
回
、
縁
あ
っ
て
、
本
格

的
な
若
者
の
教
育
の
場
で
あ
る
大
学
の
理
事

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
身
に
余

る
光
栄
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
船
づ
く
り
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
人
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
人
生

最
後
の
ミ
ッション
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
、
長
崎
県
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私
立
理
工
系

ピ
リ
リ
と
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い
と
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言
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が
、

わ
が
大
学
も
小
規
模
で
も
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と
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す
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お

り
、
多
様
化
し
、
国
際
化
し
て
い
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す
。
ま
だ

ま
だ
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ナ
禍
で
い
ろ
い
ろ
と
制
約
の
あ
る
中
、

ま
た
、
少
子
化
等
で
学
校
経
営
と
し
て
は
厳

し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
教
職
員
、
学
生
等

全
員
で
明
る
い
未
来
を
夢
見
つ
つ
、
夢
の
実
現

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
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新入生に聞きました。

New
Students
Interview

New
Students
Interview

　高校を卒業して大学に入学するまで、新しい
環境でやっていけるか不安だったけれど、同じ
コースの人たちともすぐに仲良くなれて楽しく学
校に行けています。高校までのイメージだと大学
生になったら暇になるのかなと思っていたので
すが授業も結構詰まっていて予想よりも忙しい
と感じています。これからもっと大変になると思う
けど目標が達成できるように頑張りたいです。

長崎南高等学校（長崎県出身）

工学部工学科
建築学コース１年
本間 真佳 さん

　私たちが入学して早くも二ヶ月がたち、入学する前は
たくさん不安がありましたが、だんだん大学生活に慣れ
てきました。大学は、高校と違うところがたくさんあり、戸
惑うことがたくさんありましたが、先生方や先輩方にわか
らないことを聞くと優しく教えてくださいました。大学生は、
自分で考えて何事にも取り組むことができますが、それと
同時に責任が問われるので、それをしっかり考えながら
大学生活では様 な々ことに取り組んでいきたいです。

長崎総合科学大学附属高等学校（長崎県出身）

工学部工学科
機械工学コース1年
岩本 啓汰 さん 　私は内陸の出身であるため、子供のころか

ら海への憧れを強く持って、将来は海に関す
る仕事につきたいと考えていました。特に、船
舶に深い興味を持っていたので、長総大に入
学しました。私は、中国からの留学生なので、
最初は、見知らぬ場所に来で、全てが慣れな
いと感じ、言葉もうまくいかず、知らないことだ
らけでした。でも長総大の先生はとても優しく
て色々助けってくれました。授業も面白いで
す。今は、専門知識を身につけことのできる、
充実した楽しい生活を送っています。

徐州市第三十五中学（中国出身）

　私が感じたことは、自ら行動することがい
かに大切かということです。やる気を見せ
て、自分がするべきことを考え、行動に移す
と、先生や周りの人が私個人に合った話を
持ってきてくださいました。その根源にある
のは、学生の話を親身になって聞いてくだ
さる先生方がいらっしゃるからだと思いま
す。

鎮西学院高等学校（長崎県出身）

総合情報学部総合情報学科
マネジメント工学コース1年
横尾 友里香 さん

　オンライン授業を活用したり、授業の録
画を何度でも見返すことができたり、テーマ
に対する疑問を持つことを重要視していた
りと、先生によって授業のやり方が違ってと
ても面白いです。部活にも入部したのでこ
れからの大学生活もとても楽しみです。

鳴滝高等学校（長崎県出身）

総合情報学部総合情報学科
知能情報コース１年
渡部 陽奈 さん

　高校の時よりも女子が少なく不安でした
が、女子だけの歓迎会が開催され他の
コースの人とも仲良くなれて友達が増えま
した。まだ慣れないことも多いですが個性
的な先生方がいたり、自分が興味のある分
野の勉強ができたりと楽しい大学生活を
送れています。

長崎工業高等学校（長崎県出身）

工学部工学科
医療工学コース１年
増﨑 千咲 さん

　講義が始まった当初は90分という時間
は長く感じていましたが誰でもすぐに慣れ
てしまいます。また、大学の教授の方々はも
のすごく面白い話をしてくださるので９０分
という時間はあっという間に過ぎてしまいま
す。友達は正直なところできるか不安でし
たが、入学当初は皆欲しいと思っているの
で勇気を出して自分から声をかけてみると
誰とでも簡単に仲良くなれます。

加世田高等学校（鹿児島県出身）

工学部工学科
電気電子工学コース1年
中山 飛鳥 さん

　長崎総合科学大学は、花や緑がたくさ
んあってとてもきれいです。クラスにはいろ
いろな国の人がいますが、みんな、とても優
しくて社交的です。先生は情熱があって、講
義が非常に詳細で理解しやすいです。この
大学を選んでよかったと思います。

THUONG TIN HIGH SCHOOL（ベトナム出身）

別科日本語研修課程１年
ディン フォン ザン さん

　初めは、授業がどのように進められるの
か、自分で受ける講義を決めるにはどうし
たらいいのか全く分かりませんでした。しか
し、先生方が、履修の仕方、単位とはどのよ
うなものか、など私たちが分かりやすいよう
に丁寧に教えて下さったので、あまり戸惑う
ことなく学校生活を進めることが出来まし
た。

長崎南高等学校（長崎県出身）

総合情報学部総合情報学科
生命環境工学コース１年
田口 みなみ さん

　本学を志望した理由は、周りの友達や
家族が自動車好きだったので、次第に興
味を持つようになり、自動車関係の仕事に
就きたいと考えたことがきっかけです。まだ
慣れないことが多いですが、これから4年
間しっかり学び、専門的な知識を身につけ
て、社会で活躍できるような人間になりたい
です。

活水高等学校（長崎県出身）

工学部工学科
機械工学コース1年
池亀 佑香 さん

　私が本学に入学した理由は、本学が医
療に関係した工学を学ぶことができ、さら
に臨床工学技士の国家資格を目指すこと
ができる大学であり自分のやりたいことが
できると思ったからです。臨床工学技士の
試験勉強だけでなくサークルやアルバイ ト
を通して充実した大学生活にしていきたい
です。

西陵高等学校（長崎県出身）

工学部工学科
医療工学コース１年
山本 剛志 さん

　私は工業高校で電気・電子・情報を学
習していたため、電気電子工学コースの
IoTシステムプログラムがあることに魅力を
感じ、この大学を志望しました。また、工業
高校の教員になりたいと考えているため教
職免許が取得できる点も理由の一つです。
現在は、スマートグリッドの研究を行うとい
う目標を掲げ、勉学に励んでいます。

長崎工業高等学校（長崎県出身）

工学部工学科
電気電子工学コース1年
坂口 悠大 さん

　日本で数少ない船舶について学ぶこと
ができることにとても魅力を感じ、昔から艦
艇好きだった私はこの大学を志望しまし
た。将来、船舶の安全の最前線を担ってい
けるような人材になるために、これからより
一層勉学に励みたいと思います。

海星高等学校（長崎県出身）

工学部工学科
船舶工学コース1年
佐藤 太地郎 さん

工学部工学科
建築学コース１年
吉住 大河 さん

　私が本学に進学した理由は、生物に対
して興味があったからです。私は中学生の
ころから生物に興味があり、中学二年生か
ら高校卒業までに高校の科学部で様 な々
生物の飼育や生態に携わってきました。大
学ではもっと様々な生物に多様な視点か
ら触れてみたいと思いこの大学に入学を
決めました。

長崎南山高等学校（長崎県出身）

総合情報学部総合情報学科
生命環境工学コース１年
芝元 彗一朗 さん

　附属高校在学中に、本学の講義形式の
進路ガイダンスに参加し、そのガイダンスで
ビジネスを成功させるためには「優れた商
品やサービスを開発するだけでなく、顧客
ニーズを理解して販売することが大切」で
ると先生から教えていただきました。その時
の講義で販売戦略や経営戦略に関心を
持ち、もっと深く学びたいと思いマネジメン
ト工学コースに入学しました。

長崎総合科学大学附属高等学校（長崎県出身）

総合情報学部総合情報学科
マネジメント工学コース
片山 直哉 さん

　長総大には情報工学における知能や
情報に関して幅広く学べるカリキュラムがあ
り、入学前から情報系に興味があったので
自分にあっていると思いました。また、資格
取得支援や就職支援もこの大学の魅力の
一つです。大学では言語やプログラミング
を学び、将来はシステムエンジニアとして頑
張りたいと思います。

佐世保中央高等学校（長崎県出身）

　私は、将来、住宅設計の仕事に携わりた
いと思い長崎総合科学大学の建築学コー
スを志望しました。高校時代の卒業設計や
課題研究で実際に自ら住宅を計画する経
験から、住宅をデザインすることの楽しさと
難しさを感じました。大学では、住宅設計
に必要な知識とアイデアの幅を広げ、資格
取得にも力を入れていきたいです。

長崎工業高等学校（長崎県出身）

総合情報学部総合情報学科
知能情報コース１年
野本 篤也 さん

長崎総
合科学

大学を

志望し
た理由

はなん
ですか

？

大学はどんな感じ？

　日本に来たばかりでまだ慣れないことも
多いですが、幸いなことにいつも先生と先
輩が助けてくださいます。静かな環境で勉
強に専念できるので、留学生活を送るのに
いいところだと思います。昼休みに教室の
べランダでお弁当を食べながら海を眺める
と、心が癒されます。これからこの大学でい
い思い出を作りたいです。

Jit Sin Independent High School（マレーシア出身）

別科日本語研修課程１年
ゴ フイ ウォン さん

工学部工学科
船舶工学コース1年
葛 大琛さん
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成長した自分自身を信じて
2021（令和3）年度大学院学位授与式及び
学部卒業式
　3月15日、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、大講義室で卒業生
の代表による全体会を行った後、各コース等に分かれて卒業生と教職員のみ
で執り行い、式典の様子をYouTubeでライブ配信しました。池上学長は『皆さ
んに望むのは、これからの人生を、「目標」を定め、「思いやりの心」と「感謝の
心」を持って精一杯歩いてほしいということです。』と式辞を述べました。

県内企業の最先端技術が集結
『ながさきICTフェア2021』に出展
　情報通信技術（ICT）を活用した製品やサー
ビスを体験できる『県政150周年記念ながさき
ICTフェア』が開催され、県内企業や誘致企業、
大学などが参加。本学からはトマト収穫ロボット
のデモ（知能情報コース）と水中探査ロボットの
操作体験（船舶工学コース）を出展しました。

長崎へのご尽力ありがとうございます！
ブライアン・バークガフニ教授が「令和4年長崎市表彰」を受賞
　「令和4年長崎市表彰式」が4月1日、出島メッセ長崎であり、福祉や教育、文化などの各分野で市政発展に貢
献した個人73人と12団体に表彰が行われました。本学のブライアン・バークガフニ教授は『多年にわたり長崎市
の国際親善とグラバー園の発展に尽力し、長崎市の国際交流及び観光振興に大きく貢献した』として、市政功労
表彰の観光・国際交流で表彰されました。表彰についてブライアン・バークガフニ教授は『興味のある研究テーマ
に没頭してきただけです。これからも長崎の歴史に光を当て、世界に発信していきたいと思います。』と述べました。

学生のプランや夢を叶える！
2022年度 NiASプロジェクトが始動！
　本学学生が主体的に作品製作等に取り組む活動を「NiAS
プロジェクト」として認定して学生グループの課外研究活動を

奨励し、支援するため、毎年１
回学内にて公募。今年度は、
NiASプロジェクト審査会の審
査を経て、「NiASプロジェク
ト」として15グループが認定さ
れました。大学は、認定された
グループへ製作等に係る費
用の一部を援助し、夢の実現
をサポートします。

新入生大歓迎！！
学生自治会が主催する
新入生歓迎行事
　4月9日、本学グリーンヒルキャンパス体育館
で開催されました。学生自治会は『皆さんがより
よい大学生活を送れるような学校づくりを目指
しています。入学したばかりの皆さんに少しでも
大学のことを知ってもらおう』と今回のイベント
を開催。新入生をはじめ、在学生・教員は、楽し
い時間を共に過ごすことで、お互いの交流を深
めました。

故小嶺忠敏教授
南島原市から「市栄誉賞」を受賞
　南島原市は令和4年3月20日、1月に76歳で
逝去された小嶺忠敏教授に同市初の南島原市栄誉賞を授与されました。式では、
松本政博市長が「輝かしい活躍は市民に勇気と希望を与えたものであり市の誇り」
と述べ、妻の厚子さんに栄誉表彰を手渡されました。

　3月11日、2021年度木原奨学金授与式が本学3号館会議室にて執り行われ、留学生4名に奨学金が授与されました。留学
生奨学基金は、第６代学長である木原博氏の寄付金によって設立された留学生奨学基金（木原博記念）をもとに、本学に学ぶ
留学生の勉学を奨励・援助し、留学生活を通して国際間の相互理解を深めるため奨学金を給付するものです。奨学金を授与
されたのは機械工学コース１年の蒋 雲鶴（ショウ ウンカク）さん、知能情報コース１年の何 沂觴（カ キショウ）さんと林 鈺洋（リ
ン ギョクヨウ）さん、マネジメント工学コース１年の張 涵雨（チョウ カンウ）さん。

0708

05

06

モノづくりのはじまり
1年生研修フォーラム
　新型コロナウイルスの影響で中止となっていた「1年生
研修フォーラム」を2年ぶりに学部・学科コース毎に実施し
ました。1年生研修フォーラムは、新入生に対して今後の
大学生活に向けた自己の確立と当該学部の勉学への明
確な動機づけを与える導入教育として重要な意味を持つ
ほか、新入生にとっては、教員と親睦を深めたり、新たに友人関係を築い
たりする、重要なカリキュラムとなっています。研修内容は各コースの専門分野に
関連した造船所や関連企業への訪問、企業代表者による講演や交流会など。

入学おめでとう
2022年（令和4年）度入学式
　4月4日、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、学部各コース、大学院
及び別科ごとに会場を設け、Zoom（Web会議システム）を利用して、挙行いたし
ました。池上学長が式辞を述べ、田頭理事長は、『社会の変化は確実に加速度
的に早くなって来ていますので、時流に流されない普遍的な価値観に基づいた
自分自身の生き方をしっかり見つけてもらいたいと思います。目標や夢を実現す
るためのこれからの4年間です。』と新
入生にエールを送りました。

小嶺先生ありがとうございました

奨学生のみなさん おめでとうございます
2021年度 留学生奨学基金(木原博記念)奨学金授与式

学生ビジネスプラン
コンテスト情報提供
サイト開設

詳しくは
コチラ！10

令和3年度（2021年度）法人の財務状況
（単位：千円）

資産の部

貸借対照表 （令和4年3月31日現在）

8,007,221

7,383,197

617,581

6,443

401,400

8,408,621

905,622

620,551

1,526,173

固定資産

 有形固定資産

 特定資産

 その他の固定資産

流動資産

　　　   　合　　計

負債の部

固定負債

流動負債

　　　   　合　　計

学校法人長崎総合科学大学 「未来創造寄付金」

《寄付のお申し込み・お問い合わせ》

長崎総合科学大学 財務課 未来創造寄付金担当／TEL.095-839-3111(代表)  FAX.095-839-0584  E-mail mkifu＠NiAS.ac.jp

13,239,478

△ 6,357,030

6,882,448

純資産の部

基本金

繰越収支差額額

　　　   　合　　計

※詳しい決算内容につきましては、ホームページをご覧ください。

本学が教育や研究に力を入れ、更に発展するための資金の獲得を目的に、「学校法人長崎総合科学大学　未来創造寄付金制度」を平成27年度に創設しました。
皆様から頂きました寄付金は、学生のための教育環境の充実、教育研究環境の整備などに有効に活用してまいりますので、趣旨をご理解の上、ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

1,094,104

576,810

183,266

928

1,855,108

△34,625

1,946

0

1,946

538

△34,087

3,312

0

3,312

19,377

収入の部項目 支出の部

教
育
活
動
収
支

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

事業活動収支計算書 （平成3年4月1日～令和4年3月31日） （単位：千円）

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

経常収支差額

特別収支差額

1,127,868

15,361

7,659

342,808

215,584

111,203

1,820,483

2,484

0

2,484

0

22,689

22,689

人件費

教育研究経費

管理経費

徴収不能額等

教育活動支出計

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計
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長崎総合科学大学［4年間］

長崎総合科学大学附属高等学校［3年間］

01
　令和４年３月1日、長崎総合科学大学 
オープンイノベーションセンターに、九州
では初めて、公的統計の調査票情報を用
いて独自の集計・分析を行うことができる
オンサイト施設を開設しました。本施設に
より、本学のデータサイエンスに関わる教
育・研究の水準向上とともに、大学と地域
企業や行政との連携による公的統計の
利用促進など、地域貢献につながること
が期待されます。 開設時、全国で利用可
能施設は１４施設（大学、行政機関及び
学術研究機関等）。

05
世界初の三次元積層型AIチップの製品開発に成功
　3D-IC技術の研究開発を主体としてビジネス化を目指す東北マイクロ
テック㈱（本社：中小機構・東北大学連携ビジネスインキュベータT-Biz内、
代表取締役：元吉真）は、NEDOの「AIチップ開発加速のためのイノベー
ション推進事業」の支援のもとに自社の持つ3D-IC技術を使い、東北大学
及び長崎総合科学大学と連携して、これまでにない新しい原理に基づき三次元構造を利用したAIチップの製品開発に成功しました。なお、今回の
三次元積層型AIチップの開発にあたっては、ニューロチップの設計に関しては長崎総合科学大学、試作に関しては東北大学が協力しています。

03
長崎総合科学大学と
波佐見町が
包括連携協定を締結
　令和4年3月23日、本学において、
池上国広学長と一瀬政太波佐見町

長が包括連携協定書を交わしました。長崎総合科学大学と波佐見町は、
相互の資源を活用した連携を推進することにより、学術研究機能の向上、
人材の育成及び地域社会の発展に寄与することを目的として、包括連携
に関する協定を締結しました。

02

04

長崎総合科学大学×JTB長崎支店
［長崎県立川棚高等学校］
　長崎総合科学大学（オープンイノベーションセンター）と旅行大手
JTBとで、高大連携による教育旅行プログラムを開発。修学旅行として
長崎県立川棚高等学校の生徒のみなさんに体験していただきました。
本プログラムは、学生が自ら①事前学習（旅前）で課題やテーマを決め
て調査・情報収集等を行い、問いを立て、②現場学習（旅中）のグルー
プワーク等で準備した問いを検証し、その中で違いを発見しながら、③
事後学習（旅後） を経て、生きる力や問題解決力の育成の契機へとつ
なげる教育旅行プログラムです。

「音響を用いた風力発電装
置の欠陥検出技術」に
関する特許を取得
　長崎総合科学大学と不動技研工
業及びNPO法人長崎海洋産業クラ
スター形成推進協議会は、回転しているブレードが発する音を解析することで、異常を早期
に発見できる「音響を用いた風力発電装置の欠陥検出技術」に関する特許を取得。共同
研究した本田巌教授は、洋上風力発電施設への応用を目指して欠陥を自動的に判定でき
る手法について、22年度中の開発を目指しています。（写真は長崎新聞取材の様子）

地
域
・
産
学
官
連
携

九州初！

地域課題探求型修学旅行プログラム！

附属高等学校ニュース

「N7WAY」エンジニアコース

附属高校エンジニアコースでは、令和3年度は、コースでの講義に加えて、造船所見学（船舶工学コース）、
大学施設見学（機械工学コース）、企業として伸和コントロールズの見学（電気電子工学コース）を行

いました。令和4年度には知能情報コースでのライントレース実習、モデル図についての講義をは
じめとして、電気電子工学コースでの電子工作など、大学での体験実習や講義を計画して

います。
　各 の々生徒が高大連携の活動の中で進学を希望するコースを見出しにい

くことを期待していますが、併せて各コースと自らつながり、高校生の間に
＋αの学習ができるような取組みを目指しています。

　特に科学技術部にも所属している生徒はロボコンの活動
を7年間かけて完成できるよう一歩ずつ歩みを進めて

いるところです。

e-sports京都ロケットリーグ全国オープンに出場！

　令和３年度より、従来の科学実験、ロ
ボコンに加えてドローン、パソコンの活
動、さらにはe-sportsの活動が増えまし
た。その中で、2 月12 日、e-sportsのロ
ケットリーグと呼ばれる種目の大会に出場しました。車を
使ってサッカーをするという、風変りな種目ですが、うまく自
機を操りながら1勝1敗で大会を終えました。

　入学式 ［2022年4月8日］
　附属高校は令和4年4月8日（金）
本学体育館において、第61回入学
式を行いました。
　昨年度に引き続き在校生は代表
者のみの出席となりましたが、田頭
理事長、池上学長をはじめ来賓の皆様にご臨席いただき、保護者の皆
様と教職員で、新入生１１３名の入学を祝いました。

　今回の弁論のテーマは、私たちも直結している身近な
話題が多くみられました。その中でも見事に最優秀賞に
輝いた塩塚修世君は、「新型コロナ感染症について」とい
うテーマで今後、自分がどうコロナと向き合っていくかと
いうことを堂 と々発表してくれました。
　学校全体で弁論者の考えを聞き、それぞれが各テーマ
について深く考えることができる貴重な時間となりました。

　附属高校サッカー部が、６月１０
日（金）に諫早市のトランスコスモス
スタジアムで行われた、県高総体
サッカー競技決勝戦で、全校応援
の中、国見高校を１対０の大接戦の
末破り、２年連続５度目の優勝を成

し遂げました。１月に逝去された小嶺先生の思いを受け継ぎ、定方新監督の
下、部員が力を結集し、７月２４日（日）から徳島県で開催されるインターハイ
に、長崎県代表として挑みます。

令和４年度 長崎県高総体 サッカー競技優勝

「N7WAY」とは?

公的統計オンサイト施設の開設

科学技術部（旧NiAScience部）
　美術部
　長崎市の街中事業推進室の企画
により、昨年の夏休みを利用して、み
なと公園近くの館内町のシャッター
アートに取り組みました。長崎開港
450周年ということもあり唐船を描くことにしました。
　当時、砂糖やお菓子などを運んでいた船ということもあり、かつて
お菓子屋さんであったシャッターを選んで描かせてもらいました。市
の方から観光客の方がよく写真を撮って帰っているとお聞きし、嬉しく
思っています。また、絵の中には「お曲がり猫」が10匹隠れていますの
で探して楽しんでください。是非、近くに行った時にはご覧ください。

3月18日(金)附属高校で弁論大会を行いました。
弁論大会

　5/21(土)、22(日)佐世保市東
部スポーツ広場体育館で行われ
たフットサル大会長崎県予選に
おいて、附属高校サッカー部が
国見高校を３対１で破り優勝を
勝ち取りました。続く九州大会では、代表決定戦で敗れ、惜しくも全国
大会出場はなりませんでしたが、大健闘でした。

KYFA第９回九州U‐18
フットサル大会 長崎県予選優勝

注目！

注目！

高大一貫教育システム。今までの普通科、工業科、商業科などの枠組みを超え、
　   予測不可能な時代を見据え、多様性の視点から創造性を構築する次世代型キャリア教育

梶原一宏講師、修士2年大門隆哉さん、
松井信正教授、黒川不二雄学術(特
命)教授が国際会議（ICRERA2021）
においてBest Paper Awardを受賞

電気電子工学コース4年の柴原大
貴さんが電子情報通信学会九州
支部学生会講演会で講演奨励賞
を受賞

大学院工学研究科修士課程2年の
大門隆哉さんが電気・情報関係学
会九州支部連合大会で講演奨励
賞を受賞

大学院工学研究科博士課程3
年の松永芳樹さんがIEEE福岡
支部より研究奨励賞を受賞

受
賞
者 

紹
介
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　私は、これまで多くの皆様方のご協力のもと43年間のユース年代の指導を重ねてま

いりました。

　振り返って見ますと新任の母校島原商業高校の16年。国見高校の24年。V・ファー

レン長崎など計45年間の指導者生活の中で数多くの卒業生（日本代表、Ｊリーガー、指

導者）を育成することができました。

　卒業生はサッカー界の選手、指導者としての活躍はもちろん社会人として立派に成

長し各界各層のリーダーとして活躍していることは私として指導者冥利（みょうり）につ

きる所であります。

　私の座右の銘の一つは「生涯チャレンジ」であります。

　サッカーの指導者人生で島原商業高校の16年間を前半戦、国見高校の22年間を

後半戦と位置づけ、これからの人生はまさに延長戦であります。

　私のこれまでの指導生活は陸上界の三段跳びではホップ－ステップでありました。

　これからジャンプの時であります。

　これからの生涯をスポーツを通して、青少年の健全育成、将来の日本を担う、そして

世界で活躍する選手の育成に全力を注ぎます（全力に尽いなし）。

　これからもよろしくお願いします。

小嶺先生ありがとう。

1945年6月、南島原市（旧南高有家町）生まれ。母校の県立島原

商業高校に商業科教諭として、赴任。サッカーの指導を始め、77

年のインターハイで初優勝を飾る。84年に国見高へ、全国高校選

手権で戦後最多となる6度の優勝と17度の全国制覇を成し遂げる。

2007年に長崎総合科学大学教授に就任、08年に本学及び同附属高等

学校サッカー部の総監督、11年より長総大附属高サッカー部の指導を開

始、15年に本学サッカー部総監督と同附属高等学校サッカー部監督に就

任し、本学で教授を務めながら、サッカー部の指導を行った高校サッカー

界の名将。

元日本代表の大久保嘉人氏や平山相太氏ら日本を代表する選手やJリー

ガーを育成。国体の長崎選抜では、日本代表森保一監督も指導した。

1988年に長崎県民栄誉賞（第一号）、1994年にミズノスポーツメントール

賞、2001年に朝日スポーツ賞、04年に長崎新聞文化賞、05年に文部科

学大臣表彰、22年に南島原市民栄誉賞（第一号）を受ける。（2022年1月

逝去　享年76歳）

2022年3月卒業生 附属高校サッカー部

石
山 

風
吹
さ
ん

サ
ッ
カ
ー
部
卒
業
生

「
定
方
イ
ズム
」=「
小
嶺
イ
ズム
」＋α

　
私
は
北
海
道
出
身
で
、
高
校
で
長

崎
に
来
た
1
番
の
理
由
は
小
嶺
先
生
で

す
。
A
チ
ー
ム
に
上
が
る
の
に
2
年
か
か

り
ま
し
た
が
、
3
年
生
に
な
っ
て
か
ら

は
ず
っ
と
小
嶺
先
生
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
小
嶺
先
生
は
サ
ッ
カ
ー
の
上

手
さ
よ
り
も
人
間
性
を
重
視
す
る
方

で
、
自
分
の
曲
がっ
た
人
間
性
を
正
し

く
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
恩
師
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
大
学
や
社
会
に
出
た
時

に
、
小
嶺
先
生
が
く
だ
さ
っ
た
言
葉
を

思
い
出
し
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

児
玉 

勇
翔
さ
ん

サ
ッ
カ
ー
部
卒
業
生

　
小
嶺
先
生
は
、
常
に
全
力
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
朝
練
も
休
ま
ず
毎
日
き
ち

ん
と
来
て
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
寮
に

泊
ま
り
、
毎
日
私
た
ち
に
指
導
し
て
く

だ
さ
る
指
導
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
私

も
、
何
事
も
常
に
全
力
で
生
き
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
指
導
者
と
選
手
は

競
争
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笹
田 

末
人 
部
長

　
定
方
新
監
督
と
な
り
新
た
な
チ
ャレ

ン
ジ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
前
小
嶺
監
督

の
教
え
を
基
本
と
し
、
定
方
新
監
督

の
個
性
を
生
か
し
た
総
附
サ
ッ
カ
ー
の

確
立
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
部
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
通
り
裏
方
と
し
て
サッ
カ
ー
部
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
生
徒
・
ス
タッ
フ
・
保
護
者
と
三
位
一
体
と
な
っ
て
総
科
大

附
属
高
校
の
た
め
に
努
力
し
、
ま
た
長
崎
の
方
々
を
喜
ば
せ
、
長
崎
の

方
々
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
チ
ー
ム
創
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
玉 

修 

一 

コ
ー
チ

　
今
年
度
か
ら
正
式
に
長
崎
総
合
科

学
大
学
附
属
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問

に
な
り
ま
し
た
。
小
玉
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
長
崎
県
の
み
な
ら

ず
、全
国
に
も
名
の
知
れ
た
高
校
な
の
で
、サッ
カ
ー
の
指
導
だ
け
で
な
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
大
人
に
な
る
よ
う
に
、
人
間
教
育
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
ま
だ
成
し
遂
げ
て
い
な
い
全
国
制
覇
を
目
標
に
生
徒
と
一
緒
に一生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅
田 

英
彦 

コ
ー
チ

　
今
年
か
ら
附
属
高
校
に
社
会
の
教
員

及
び
サッ
カ
ー
部
の
顧
問
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
浅
田
英
彦
と
申
し

ま
す
。

　
中
学
生
と
高
校
生
と
の
違
い
や
本
気
で
全
国
制
覇
を
狙
う
チ
ー
ム
と
そ

う
で
な
い
チ
ー
ム
と
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
か
、
早
く
慣
れ
て
総
附
の
生
徒
達
の
為
、
ま
た
、
学
校

全
体
の
為
に
な
れ
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

田
尻 

秀 

一 

コ
ー
チ

　
今
年
か
ら
指
導
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
は
高
校
時
代

に
全
国
制
覇
を
経
験
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
経
験
を
生
徒
に
伝
え
な
が
ら
、チ
ー

ム
目
標
で
あ
る
全
国
制
覇
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
日
は
サ
ラ
リ
ーマン
を
や
っ
て
お
り
、
会
社
の
人
事
育
成
業
務

に
長
年
就
い
て
い
ま
す
の
で
、
卒
業
後
に
社
会
に
出
て
も
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
な
人
間
性
や
生
活
態
度
等
の
育
成
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

橋
本 

海
斗 

G
K
コ
ー
チ

　
今
年
度
か
ら
G
K
コ
ー

チ
と
な
り
ま
し
た
。
橋
本

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
私
は
ま
だ
、
指
導
者
と
し
て
の
経
験
は
浅
い
で
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
G
K
の
選
手
、
総
附
の
選
手
と
一
緒
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ーハ
イ
や
選
手
権
の
出
場
を
目
指
し
、
そ
こ

で
活
躍
で
き
る
G
K
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
監
督
を
さ
せ
て
頂
き
、
高

校
で
は
コ
ー
チ
と
し
て
所
属
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
10
年
間
小
嶺
先
生
の
も
と
で
指
導
者

と
し
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
、
個
の
育
成
や
人
間
教
育
の
大
切
さ
を
学
ば
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
先
生
の
教
え
を
今
の
生
徒
達
に
も
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、
サッ
カ
ー
の
テ

クニ
カ
ル
面
で
生
徒
一
人
一
人
に
考
え
さ
せ
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
高
大
連
携
で
よ
り
多
く
の
生
徒
が
本
学
へ
進
学
し
、
大
学

サッ
カ
ー
で
活
躍
で
き
る
選
手
を
育
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

嵜
本 

光
洋

ア
ス
レ
テ
ィッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
チ

　
10
年
程
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
怪
我
が
発
生
し
た
後
や
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
後
に
対

応
す
る
こ
と
が
多
かっ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
身
体
作
り
の
為
の

ト
レ
ーニン
グ
や
障
害
予
防
に
対
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
、
怪
我

や
痛
み
の
発
生
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

選
手
権
や
高
総
体
、
リ
ー
グ
戦
な
ど
の
大
切
な
試
合
や
日
々
の
ト

レ
ーニン
グ
を
少
し
で
も
よ
り
良
い
状
態
で
臨
め
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
山 

聡 

ダ
イ
レ
ク
タ
ー

　
今
ま
で
の
ア
グレッシ
ブ
な
ス
タ

イ
ル
と
選
手
の
個
性
を
最
大
限

に
活
か
す
こ
と
を
念
頭
に
置
い

た
指
導
は
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の
担
当
で
も
あ
る
マッ
チメ
イ
ク
や
環
境

整
備
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
環
境
を
選
手
た
ち
に
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Close-up People

小嶺忠敏　オフィシャルリーフレット2015
URL：https://nias.ac.jp/komine/pdf/komine2015.pdf

定
方
敏
和 

監
督

　
高
校
サ
ッ
カ
ー
界
を
牽
引
さ
れ
た
き
た
名
将
の
小
嶺
先
生

が
築
き
上
げ
ら
れ
た
礎
を
、
今
の
選
手
た
ち
に
少
し
で
も
伝

承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
感
が
あ
り
ま
す
。
全
国
大
会

優
勝
17
回
の
偉
業
を
達
成
さ
れ
た
小
嶺
先
生
の
代
わ
り
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
指
導
者
と
し
て
14
年
間
小
嶺
先
生
の
も
と
で

チ
ー
ム
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
誇
り
に
持
ち
、
生
徒
と
向
か

い
合
い
な
が
ら
共
に
成
長
し
て
『
総
附
サ
ッ
カ
ー
』
を
進
化
さ

せ
て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
選
手
が
『
輝
け
る
場
』
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
小
嶺
先
生
の
『
情
熱
』
の
姿
を
いつ
も
ま
で
も
忘
れ
ず
に
、
チ
ー
ム
を

牽
引
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
こ
こ
に
『
小
嶺
イ
ズ
ム
あ
り
』
と
、
皆
さ
ま

方
か
ら
応
援
さ
れ
る
よ
う
人
間
教
育
に
力
を
入
れ
、一
歩
一
歩
前
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
声
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長崎総合
科学大学

附属高等
学校サッカ

ー部

2022 シ
ーズンスタ

ッフ

経
歴

3
6
5
日
2
4
時
間
、サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

勝
利
へ
の
執
念
が
す
ご
い
人

勝
つ
た
め
だ
っ
た
ら
時
間
を
費
や
す
、

　
　
　
　
ど
ん
な
手
段
も
使
う
、し
か
し
正
々
堂
々
と

体
の
限
界
が
く
る
ま
で
限
界
が
来
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、動
こ
う
と
し
た

基
本
や
当
た
り
前
を
大
切
に
し
て
い
る

緊
張
し
た
時
に
冗
談
を
言
っ
て
く
れ
た

高
校
サ
ッ
カ
ー
を
活
性
化
さ
せ
た
人

高
校
だ
け
で
な
く
、将
来
の
こ
と
も
考
え
て
く
れ
た

言
葉
の
影
響
力
が
強
く
、褒
め
ら
れ
て
う
れ
し
く
な
い
人
は
い
な
い

サ
ッ
カ
ー
に
対
し
て
誰
よ
り
も
熱
く
、誰
よ
り
も
愛
し
て
い
る

サ
ッ
カ
ー
へ
の
思
い
が
と
て
も
強
い

自
分
の
プ
レ
ー
を
覚
え
て
く
れ
て
い
た

失
敗
し
て
も
い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る

自
分
た
ち
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
た

情
熱
の
あ
る
先
生

絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
守
る
。

夢
追
う
坊
主
た
ち
が
語
る
恩
師

八
戸 

寿
憲 

コ
ー
チ
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